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昭
和
か
ら
平
成
へ

新
時
代
に
生
ま
れ
た　

人
４３

　

今
年
の
新
成
人
は
、
昭
和　

年
６３

４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１

日
の
間
に
生
ま
れ
た　

人
で
、
今

４３

回
は
そ
の
う
ち　

人
が
出
席
し
ま

３７

し
た
。

　

式
典
で
は
、
ま
ず
景
山
享
弘
町

長
が
「
皆
さ
ん
は
昭
和　

年
か
ら

６３

平
成
元
年
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
時

代
が
始
ま
る
記
念
す
べ
き
年
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら　

年
、

２０

皆
さ
ん
に
は
大
人
と
し
て
の
権
利

が
与
え
ら
れ
ま
す
が
、
義
務
も
負

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
皆
さ
ん
の
時
代
で
す
。
大
き
な

夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
進
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
中
学
時
代
の
恩
師

で
あ
る
箕
浦
昭
彦
さ
ん
、
岡
慎
也

さ
ん
、
松
島
博
美
さ
ん
も
、
中
学

時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
激
励
の
言
葉
を
贈
り
、
ま

た
町
長
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
胸
に

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

　

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

三
輪
典
弘
さ
ん
（
貝
原
）
と
石
田

健
宏
さ
ん
（
下
榎
）
が
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
三
輪
さ
ん

は
、「
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
の
笑

顔
が
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
。
進
む

道
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
い
つ
も
心

に
ふ
る
さ
と
を
感
じ
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
社
会
に
貢
献
し
た

い
」
と
話
し
、
石
田
さ
ん
は
、「　
６３

年
目
の
終
戦
記
念
日
に
成
人
式
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
人
々

の
犠
牲
の
う
え
に
私
た
ち
が
暮
ら

せ
て
い
る
こ
と
を
心
に
刻
み
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
私
た
ち

の
手
で
作
り
上
げ
た
い
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
県
西
部
の
助
産
師
の
皆

さ
ん
に
よ
る
命
と
性
に
つ
い
て
の

話
を
聞
き
、
そ
の
あ
と
懐
か
し
い

学
校
給
食
を
食
べ
な
が
ら
の
懇
親

会
が
開
か
れ
、
友
達
ど
う
し
再
会

を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

４３人が新成人に
町成人式

８
月　

日
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う

１５

町
成
人
式
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

式
典
の
ほ
か
、
記
念
講
演
や
懇
親
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

町民憲章を唱和する新成人たち

三輪典弘さん

石田健宏さん 今日のメニューは？

広報ひの ２００８年９月号
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今
回
の
記
念
講
演
で
は
、
助
産

師
の
山
根
美
奈
子
さ
ん
（
野
田
）、

仲
田
豊
実
さ
ん
（
南
部
町
）、
西
江

順
子
さ
ん
（
米
子
市
）
を
講
師
に

迎
え
、
命
の
誕
生
や
性
と
生
殖
の

健
康
な
ど
に
つ
い
て
の
講
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▼
講
演
内
容
（
抜
粋
）

自
分
の
生
き
る
力
を
信
じ
て

こ
れ
か
ら
の
人
生
を

 

町関係者や恩師らと記念撮影

出産の仕組みを解説する
山根さん（左）と仲田さん

広報ひの ２００８年９月号



みんなそろって日野町音頭

日野中吹奏楽部も華を添える

初々しい黒坂小児童の傘踊り

どもたちはゲームに熱中

大迫力のオロチの動

勇ましいスサノオの姿

広報ひの ２００８年９月号 ３
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①訓練の目的
・訓練を重ねることにより、防災意識の風化を防ぐ
・町災害対策本部と自主防災組織との連携を強くする
・自主防災組織で訓練を行い、地域防災力と防災意識を高める
②今年度の重点課題
　避難報告の安否状況などの報告漏れを防ぎ、報告を徹底する
③訓練の想定
　１０月５日午前９時に県西部を震源とする地震が発生し、日野町では震度６強を記録
④訓練の内容
・午前９時にサイレンを鳴らします。防災無線で放送しますので内容を確認ください
・家にいる人の安否を確認し、火の始末をします
・戸締まりをして、懐中電灯など最小限の物品を持って避難します
・安全な避難経路を選び仮避難所へ避難します
・防災責任者に家族の避難状況を報告します。報告後は責任者の指示に従ってください
（注）盗難防止のため戸締まりをしてから避難してください
※訓練中止の場合…訓練当日に突発的な大災害などが発生した場合は訓練を中止します。
　中止する場合は、防災無線でお知らせします。
■問合せ　日野町役場総務課　防災係（電話７２‐０３３１）

鳥取県西部地震から８年　被災体験を防災に生かす
　

　町では、平成１２年１０月６日に発生した鳥取県西部地震の経験をこ

れからに生かすため、毎年１０月６日を「日野町防災の日」として、

防災訓練を行っています。

　今年は１０月５日（日）に行います。午前９時に一斉にサイレンを

鳴らしますので、自治会で決められた仮避難所に避難してください。

長寿医療 ( 後期高齢者医療 ) 制度のお知らせ
①障害認定について
　６５歳から７４歳の人のうち、一定の障害があって鳥取県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた人は、
　その認定日から後期高齢者医療の対象者となります。認定の手続きは、役場健康福祉課または役場黒
　坂支所で行うことができます。
　詳しくは役場健康福祉課までお問合せください。

②入院時の食事代について
　病院に入院される人で所得の低い人（世帯員全員が住民税非課税の人）は、申請により入院食事代の
　負担が軽くなります。申請手続きは、役場健康福祉課または役場黒坂支所で行うことができます。
　詳しくは役場健康福祉課までお問合せください。

問合せ：役場健康福祉課 後期高齢者医療担当　伊田（電話７２-０３３４）

広報ひの ２００８年９月号
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介
護
に
携
わ
る
人
の
声
を
聞
き

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

　

講
座
で
は
、
ま
ず
山
形
所
長
が

町
の
介
護
保
険
の
実
情
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
塚
主
任
が
、
実
際

に
介
護
の
現
場
で
体
験
し
た
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
ろ
う

 

町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議 
介
護
研
修
会

ま
ち
が
抱
え
る
課
題
や

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
、

町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
（
松
本
豊
文
委
員
長
）
で
は
、

ま
ち
の
高
齢
者
の
実
態
や

介
護
保
険
の
仕
組
み
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
研
修
会
を

８
月　

日
に
町
役
場
で
開
き
、

２８

委
員　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１２

講
師
に
は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

山
形
祐
子
所
長
と
、

日
翔
会
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

大
塚
一
史
主
任
を
迎
え
て
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

広報ひの ２００８年９月号

山形祐子所長

大塚一史主任



　

講
座
の
あ
と
、
出
席
し
た
委
員

か
ら
も
積
極
的
な
発
言
や
質
問
な

ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

介
護
の
実
態
な
ど
を
知
り
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
へ

の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議

は
９
月　

日
に
開
か
れ
ま
す
。

２５

7

土金木水火月受付診察科目

第２
五代和紀

 

第４
櫃田　豊

熊野健太郎五代和紀五代和紀近藤健人※１
（循環器内科）五代和紀午前一診

内

科

櫃田　豊滝川洋史
（脳神経内科）※３

松岡宏至
（大学医師）櫃田　豊櫃田  豊※２午前二診

井上和興
（大学医師）熊野健太郎午前三診

松岡宏至
（大学医師）大学医師午後午後診

第４
山根又は大谷大谷真二山根祥晃大谷真二山根祥晃大学医師午前外　科

第２
青木利暁青木利暁青木利暁岡野　徹

（大学医師）青木利暁青木利暁午前整形外科
武田佐智子

（大学医師）玉井嗣彦武田佐智子
（大学医師）玉井嗣彦※４玉井嗣彦午前眼　科

頭本一朗
（第２・４）頭本一朗頭本一朗頭本一朗頭本一朗頭本一朗午前小児科

アレルギー科 頭本一朗頭本一朗頭本一朗
（第２・４・５）頭本一朗頭本一朗午後※５

心臓血管・皮膚科
（第２・４）耳鼻科

（竹内裕美）
泌尿器科

（磯山忠広）午前
専門診療科

（大学医師）

ペースメーカー※６

婦人科
心臓・血管
（第３）午後 心療内科

（山田武史）
黒坂

（山根祥晃）
黒坂

（松田泰彦）
二部

（山根祥晃）
黒坂

（松田泰彦）午後診療所
診察：午後２時～午後４時

自動再来機による受付時間　午前＝午前７時３０分～午前１１時３０分（診療開始は午前９時～）
　　　　　　　　　　　　　午後＝正午～午後４時（診療開始は午後２時～）※心療内科の受付は正午～午後２時まで
 

※１ 循環器内科は隔週です。診察日についてはお問合せください
※２ 禁煙外来も診察します
※３ 脳神経内科は完全予約制です。受診希望の人は、まず内科を受診して医師にご相談ください
※４ 火曜日の眼科受付時間は、午前１０時３０分までです
※５ 小児科は午後から医師が健診のため不在になることがあります。詳しくはお電話またはホームページなどでご確認ください
※６ ペースメーカー外来は偶数月の第４土曜日のみの診察です
2.

医師の出張等により、診察日・担当医師が変更になる場合があります。詳しくは、日野病院 (電話７２‐ ０３５１)
までお問合せください。または【日野病院ホームページ  http://www.hinohp.com】、正面玄関の掲示板などでご
確認ください。

※１０月から外来診察が変更になります。ご注意ください

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
相
談
は
、

▼
日
野
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
１
８
５
２
）

７２

▼
日
野
病
院 
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
電
話　

‐
２
７
０
６
）

７２

▼
日
翔
会 
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
電
話　

‐
１
２
９
８
）

７２

畑仕事を続けて暮らしに張りが

広報ひの ２００８年９月号
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デ
ー
タ
放
送
、
ワ
ン
セ
グ
な
ど

ま
す
ま
す
便
利
に

　

地
デ
ジ
の
番
組
内
容
は
現
在
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
同
じ
で
す
が
、

通
常
の
番
組
に
加
え
、
ニ
ュ
ー
ス

や
天
気
予
報
な
ど
の
身
近
な
情
報

や
、
見
て
い
る
番
組
に
関
連
し
た

情
報
を
表
示
す
る
デ
ー
タ
放
送
、

電
子
番
組
ガ
イ
ド
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

同
時
に 
ワ 
ン
セ
グ
放
送
も
始
ま

※

り
ま
す
の
で
、
ワ
ン
セ
グ
対
応
携

帯
電
話
な
ど
の
移
動
端
末
で
も
テ

レ
ビ
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は

２
０
１
１
年
７
月　

日
ま
で
に
終

２４

了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完

全
に
移
行
し
ま
す
。

　

中日野局エリア図（グレーの部分）
 

※放送エリア内であっても、地形や建物の陰などにより
受信できないことがあります

中日野局（大桂山）

新設された中日野局

広報ひの ２００８年９月号

津地
安原

下黒坂

野
田

根雨下
榎

下
菅

黒坂

中
菅

本郷

久
住

貝
原

高尾

倉谷

金持

濁谷

門谷
秋縄

三土

上菅

小河内

鵜
の
池

畑
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生きいき“ひの”ふれあいまつりの期間中、
中日野局からの電波を受信して、アナログ
とデジタルの画像を比べながらハイビジョ
ンを体験し、地デジを実感できるコーナー
を設置します。この機会に地デジの美しい
映像をお楽しみください。
　

日　時　１０月１８日（土）・１９日（日）
　　　　午前９時～午後３時
会　場　山村開発センター（根雨）
問合せ　役場企画政策課（電話７２‐０３３２）

 

まちの高齢者学習講座「おしどり学園」で、
地デジや地域情報化についての学習講座を
開きます。
この講座は、学園生以外の一般の人も参加
できますので、お誘い合わせお出かけくだ
さい。
 

日　時　１１月２１日（金）
　　　　午前９時３０分～午前１０時３０分
会　場　町公民館（黒坂）
　　　　※当日は町営バスを臨時運行します
問合せ　町公民館（電話７４‐０２１２）

　

地
デ
ジ
を
見
る
た
め
に
は
、
①

地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い

換
え
る
、
ま
た
は
、
②
今
あ
る
テ

レ
ビ
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
や
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
内
蔵
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー

ダ
ー
な
ど
の
機
器
を
買
い
足
す

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

地
デ
ジ
の
電
波
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア

ン
テ
ナ
で
受
信
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
中
日
野
局
ま
た
は
米
子

日
南
局
（
鬼
林
山
）
の
ア
ナ
ロ
グ

放
送
の
山
陰
放
送
、
山
陰
中
央
テ

レ
ビ
を
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
受

信
し
て
い
る
場
合
、
基
本
的
に
そ

の
ま
ま
ア
ン
テ
ナ
が
使
え
ま
す
。

ＶＨＦアンテナ　　　ＵＨＦ（地デジ用）アンテナ

　ＮＨＫの受信料は、地デジも「地上契約」となりますので、
すでにＮＨＫと「地上契約」をしていれば、新しい手続きは
いりません。

地デジのリモコン番号
① ＮＫＴ（日本海テレビ）

② ＮＨＫ教育
③ ＮＨＫ総合
⑥ ＢＳＳ（山陰放送）

⑧ ＴＳＫ（山陰中央テレビ）

▼
協
力　

鳥
取
・
島
根
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会

地デジについての詳しい問合せ先
▼総務省地デジコールセンター ( 電話０５７０‐０７‐０１０１）　▼電器商業組合デジタル１１０番（電話０５７０‐０１‐０１８６）
▼ＮＨＫ受信相談窓口（電話０５７０‐００‐３４３４）　　　　  ▼日本海テレビ（電話０８５７‐２７‐２１１１）
▼山陰放送（電話０８５９‐３３‐２１１１）　　　　　　　　 　 ▼山陰中央テレビ（電話０８５２‐２３‐３４３４）

広報ひの ２００８年９月号
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障
害
が
あ
る
人
の
通
所
施
設
、
セ
ル
プ

ひ
の
（
根
雨
）
の
夏
ま
つ
り
が
、
８
月　

日
１１

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
人
た
ち
に
セ
ル
プ
ひ

の
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
日
ご
ろ
の

支
援
に
感
謝
し
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、

施
設
前
の
広
場
で
バ
ザ
ー
や
工
作
教
室
、

お
茶
席
や
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
者
に

よ
る
歌
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が

行
わ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
ら
に
よ
る
劇
も
上
演
さ

れ
、
精
い
っ
ぱ
い
演
じ
る
姿
に
、
観
客
か
ら

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

元気いっぱいのダンスも披露

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

　

８
月
の
「
道
路
を
守
る
月
間
」
に
合
わ
せ
、

明
地
峠
展
望
駐
車
場
付
近
の
清
掃
作
業
が
、

８
月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

１２

　

今
回
は
、
役
場
職
員
や
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ら
約　

人
が
参
加
し
、
展
望
駐
車

２０

場
周
辺
の
国
道
１
８
０
号
を
中
心
に
ご
み

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
み
は
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
中
心
に
、
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
も
の
が
植
え
込
み
の

そ
ば
な
ど
に
散
乱
し
て
お
り
、
参
加
者
ら

は
そ
れ
を
分
別
し
て
ご
み
袋
に
入
れ
て
い

き
ま
し
た
。

駐車場下の斜面にも大量のごみが

不
法
投
棄
を
や
め
よ
う

　

手
づ
く
り
の
望
遠
鏡
で
星
を
観
察
し
て

も
ら
お
う
と
、
８
月　

日
、
星
空
観
察
会
が
、

１３

役
場
前
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
野
町
出
身
の
仲
田
和
夫
さ

ん
（
大
阪
府
）
が
呼
び
か
け
た
も
の
。
お
盆

の
帰
省
客
な
ど
約　

人
が
参
加
し
、
中
田

５０

さ
ん
が
作
っ
た
数
台
の
本
格
的
な
天
体
望

遠
鏡
を
使
っ
て
、
月
や
木
星
、
夏
の
星
座
な

ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
ふ
だ
ん
肉
眼
で
見
る
こ

と
の
な
い
月
の
表
面
な
ど
を
見
て
感
心
し

た
り
、
仲
田
さ
ん
に
星
に
つ
い
て
質
問
し

た
り
、
興
味
深
く
レ
ン
ズ
を
の
ぞ
い
て
い

ま
し
た
。

子どもたちも興味津々

天
体
の
不
思
議
を
の
ぞ
く

　

お
盆
の
迎
え
火
と
し
て
、
手
づ
く
り

の
灯
ろ
う
２
５
０
個
を
灯
す 
燈
篭 
ま
つ

と
う
ろ
う

り
が
、
８
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３

１３

１５

日
間
、
根
雨
の
ま
ち
な
か
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

灯
ろ
う
に
使
わ
れ
た
ろ
う
そ
く
は
、

町
商
工
会
女
性
部
が
廃
油
を
使
っ
て
手

作
り
し
た
も
の
で
、
ま
ち
な
か
に
ず
ら

り
と
並
ん
だ
灯
ろ
う
の
中
で
や
さ
し
い

光
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

　

灯
ろ
う
を
眺
め
て
い
た
女
性
は
、

「
お
盆
が
来
た
と
い
う
感
じ
が
し
て
良

い
。
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
に
は
山
陰
合
同
銀
行
横

１４

で
盆
夜
市
も
開
か
れ
、
屋
台
や
景
品
が

当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、

地
元
の
人
や
お
盆
の
帰
省
客
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

灯ろうに描かれている絵も住民によるもの

風
情
あ
る
や
さ
し
い
光

と
う
ろ
う

広報ひの ２００８年９月号



11

　

明
治
時
代
に
た
た
ら
製
鉄
が
行
わ
れ
て

い
た
都
合
山
た
た
ら
跡
（
中
菅
）
の
発
掘
調

査
が
こ
の
夏
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
月　
２４

日
、
そ
の
成
果
を
現
地
を
見
な
が
ら
解
説

す
る
説
明
会
（
都
合
山 
鈩 
跡
研
究
会
、
町
教

た
た
ら

育
委
員
会
主
催
）
が
開
か
れ
、
町
内
と
米
子

市
、
出
雲
市
な
ど
町
外
か
ら
約　

人
が
参

７０

加
し
ま
し
た
。

　

都
合
山
た
た
ら
は
明
治　

年
か
ら　

年

２２

３２

に
か
け
て
根
雨
の
近
藤
家
が
操
業
し
て
い

た
た
た
ら

・

・

・

で
、
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
教

授
の
俵
国
一
博
士
が
詳
し
く
調
査
し
、
現

在
ま
で
記
録
が
残
る
有
名
な
た
た
ら
で
す
。

　

発
掘
調
査
は
、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴

史
博
物
館
専
門
学
芸
員
の
角
田
徳
幸
さ
ん

が
中
心
に
な
っ
て
７
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

都
合
山
た
た
ら
跡
は
、
中
菅
の
畑
集
落

か
ら
山
道
を
数
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
り
、
現
在
は
山
林
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
。
発
掘
作
業
は
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
さ
れ
、
製
鉄
を
行

う 
高
殿 
や
、 

鋼 
の
延
べ
板
を
作
っ
て
い
た

た
か
ど
の 

は
が
ね

 
大  
鍛
冶
場 
な
ど
の
跡
が
丹
念
に
掘
り
返
さ

お
お 

か 

じ 

ば

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
都
合
山
た
た
ら
の
保
存
状

態
が
と
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
現
地
説
明
会
で
は
、
角
田
さ
ん
ら
が
、

か
つ
て
こ
こ
で
ど
ん
な
人
た
ち
が
生
活
し
、

ど
の
よ
う
に
製
鉄
を
行
っ
て
い
た
の
か
を

解
説
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
興
味
深
く
発
掘
跡
を
眺
め

た
り
、
熱
心
に
質
問
し
た
り
す
る
な
ど
、
先

人
の
営
み
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

大鍛冶場跡の説明をする角田さん（写真左）

今
に
残
る
伝
統
産
業
の
足
跡

たたら跡には看板も設置

　
　

月　

日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
）

１０

１２

で
開
か
れ
る
、
第　

回
全
国
消
防
操
法
大
会
小

２１

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
す
る
町
消
防
団

第
１
分
団
の
選
手
が
本
番
に
向
け
て
練
習
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
大
会
ま
で
の
ほ
ぼ
毎
晩
、
ひ
の
っ

こ
保
育
所
（
津
地
）
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

選
手
で
指
揮
者
を
務
め
る
谷
口
若
雄
さ
ん

（
下
榎
）
は
、「
西
部
消
防
局
に
も
協
力
い
た
だ

い
て
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
つ

か
ん
だ
機
会
な
の
で
、
全
国
大
会
に
出
る
か
ら

に
は
優
勝
を
狙
い
た
い
で
す
ね
。
ま
ち
の
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
す
。

　

町
消
防
団
の
全
国
大
会
出
場
は　

年
ぶ
り
。

２２

大
会
で
の
健
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

動きの一つ一つを確認しながら

目
指
す
は
全
国
優
勝

町営バスダイヤを変更
　

１０月１日から、町営バスの運行ダイヤ
を次のとおり変更します
　

①第２・第４土曜日に運行している菅福
線、奥渡線、板井原・真住線の第４便目
を休止します
　

②第２・第４土曜日に運行している根雨
宿・病院線のサンプラザ前、午後１時５２
分発と午後２時５７分発、日野病院前、
午後２時１０分発と午後３時１５分発の便
を休止します
　

③１０月から３月末までの間、菅福線生
山駅行き最終便を根雨駅発午後５時４０
分発に、根雨駅行き最終便を生山駅発
午後６時２０分に変更します
　

各バス停の通過時間などは、９月１９日
配布の町営バス時刻表で確認いただき、
乗り間違えないよう注意ください。
　

問合せ　役場企画政策課
　　　　　(電話７２‐０３３２)

広報ひの ２００８年９月号
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お
気
軽
に
ご
相
談
を

司
法
書
士
法
律
相
談

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
無
料
法

律
相
談
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

多
重
債
務
で
困
っ
て
い
る
人
や
、

相
続
、
登
記
な
ど
の
相
談
な
ど
、

幅
広
く
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月
３
日
（
金
）
午
前　

１０

１０

時
～
午
後
４
時

場
所　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

相
談
内
容　

相
続
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
消
費
者
金
融
、
悪
質
商
法
被

害
な
ど
、
日
常
生
活
で
の
ト
ラ
ブ

ル問
合
せ　

県
司
法
書
士
会
（
電
話

０
８
５
７
‐　

‐
７
０
１
３
）

２４

行
政
書
士
無
料
相
談
会
を

開
き
ま
す

　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
で
は
、　
１０

月
の
「
行
政
書
士
広
報
月
間
」
に

合
わ
せ
、
無
料
相
談
会
を
開
き
ま

す
。　

農
地
法
に
関
わ
る
こ
と
や

会
社
設
立
、
相
続
・
遺
言
や
各
種

許
可
、
著
作
権
に
つ
い
て
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談　
　

月
１
日
（
水
）

１０

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

（
相
談
電
話
番
号
０
８
５
７
‐　

‐
２６

１
５
３
２
）

対
面
相
談　
　

月
４
日
（
土
）

１０

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

会
場
：
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階

問
合
せ　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事

務
局
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
２

２４

７
４
４
）

▼
議
案
①
平
成　

年
度
日
野
町
一

２０

般
会
計
補
正
予
算
書
の
提
出
に
つ

い
て
＝
９
月
に
開
か
れ
る
日
野
町

議
会
定
例
会
に
提
出
す
る
予
算
の

補
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
主
な
も
の
と
し
て
、
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
器
具

の
修
繕
と
人
権
啓
発
に
つ
い
て
の

研
修
会
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

補
正
予
算
案
に
つ
い
て
審
議

と　き　１０月１８日（土）・１９日（日）
ところ　町役場前広場、山村開発センター、町文化センター
　　　　　まちの特産品などが当たるお楽しみ抽選会が２日間行わ
　　　　　れるほか、地デジ体験コーナーもあります。ぜひお出か
　　　　　けください。

問合せ　役場企画政策課内　実行委員会事務局（電話７２‐０３３２）

内　容
▼展示部門＝陶芸、写真、書道、ち
ぎり絵など、各文化団体の作品を
展示▼即売部門＝まちの特産品の
即売やバザーなど▼芸能部門＝吹
奏楽、コーラス、大正琴、演劇など
の舞台発表

四県四郡市総合体育大会結果
　

　８月１０日、第５８回四県四郡市総合体育大
会が新見市で開かれ、日野郡代表として町か
らも選手が参加しました。
 

■日野郡選手団の主な大会結果
　総合成績＝第３位
　ソフトテニス女子＝優勝
　卓球男子＝優勝

日野中学校吹奏楽部、中国大会金賞受賞

　８月２４日に岡山県倉敷市で開かれた、第４９回全日本吹奏楽コン
クール中国大会において、小編成の部に出場した日野中学校吹奏
楽部が、みごと金賞に選ばれました。おめでとうございます。

広報ひの ２００８年９月号
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
１０月１９日（日）９：３０～１５：００

場所：図書館車庫
■組み木やパズルなど（要材料費）

●図書館おはなし会
１０月２５日（土）１０：００～

場所：図書館絵本コーナー
■秋の絵本、おはなし、わらべうたなど

（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
１０月２５日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

■テーマ：「妻木晩田遺跡について」
　　　　　「大山寺の由来 ｣

１０月１日 (水 )～３０日 (木 )

時間　１４：００～（１３：３０開場）
主な曲目　「エスカペイド」「テキーラ」ほか

　　　根雨小学校金管バンドも出演（入場無料）
 

時間　１０：００～（入場無料）

１０月のホールイベント

１０月４日（土）

１０月１９日（日）

▼プラ板でマスコットを作ろう !
　１０月１８日（土）１０：００～１５：００【図書館中庭】

　プラスチック板に絵を描いてマスコットを作ります

　（材料費５０円）
　

▼木のおもちゃであそぼう！
　１０月１９日（日）９：３０～１５：００【絵本コーナー】
　「昔こっぽりどくろの目ひんやり」「３ならべ大会」
　（無料）　　　　　　　　  　協力：木のおもちゃづくり
　

▼絵てがみ教室
　１０月２０日（月）１３：３０～１５：００【郷土資料コーナー】
　ヘタでいい、ヘタがいい。秋の花､果物などを描こう！　
　（参加費１００円、定員１５人、要申込み）
　講師：川上晋次郎さん
　

▼パソコン使い方・困りごと相談
　１０月２０日（月）・２３日（木）・２５日（土）
　【山村開発センター】
　講師：山下弘彦さん（無料、要申込み）
　

▼おはなしと音楽の夕べ
　１０月２３日（木）１９：００～２０：００【ホワイエ】
　町内の語り手と演奏家の昔ばなし、紙芝居や音楽を　
　いっしょに楽しみませんか（無料）

★古雑誌お持ち帰りコーナー（一人１タイトル２冊まで）
　保存期間切れの雑誌がお持ち帰りできます
★野外読書コーナー
　中庭でくつろぎコーナーを（コーヒーサービス１杯１００円）
　

主催：町図書館　協力：図書館友の会

★ 本と文化に親しもう ★

広報ひの ２００８年９月号
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１
１
９
番
通
報
後

救
急
車
到
着
ま
で
に
処
置
を

　

講
座
で
は
、
ま
ず
池
田
さ
ん
が

救
命
処
置
の
流
れ
や
注
意
す
る
点

に
つ
い
て
話
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

対
外
式
除
細
動
器
）に
つ
い
て「
自

分
た
ち
で
も
心
臓
シ
ョ
ッ
ク
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
１
９
番

を
し
て
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、

平
均
６
分　

秒
か
か
る
た
め
、
何

３０

と
か
し
て
助
け
よ
う
と
す
る
手
法

を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
赤
十
字
救
急
法
の
注
意

点
の
中
で
、
自
分
自
身
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
例

と
し
て
、
お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
助

け
に
行
っ
て
お
ぼ
れ
る
と
い
う

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
二
次
事
故
の
防

止
に
努
め
る
こ
と
も
大
事
」
と
話

し
ま
し
た
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

大
切
さ
を
学
ぶ

　

次
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
ま
で
に

必
要
な
心
肺
蘇
生
法
を
笑
い
を
交

え
な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
道
確
保
に
つ
い
て
は
意
識
が

な
く
な
る
と
舌
が
落
ち
て
気
管
を

ふ
さ
い
で
し
ま
う
た
め
、
あ
ご
を

上
げ
る
こ
と
で
空
気
の
道
を
作
り
、

気
道
を
確
保
す
る
だ
け
で
助
か
っ

た
例
も
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
呼
吸
が
な
い
場
合
は
人
工
呼

吸
に
移
り
、
目
安
と
し
て
胸
骨
圧

迫　

回
、
人
工
呼
吸
２
回
を
繰
り

３０
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
感
染
な
ど

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
も
大
切
で
、

傷
病
者
の
口
に
血
や
お
う
吐

・

・

・

が
あ

れ
ば
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み
を
行

う
」
と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
も
脳
に
血

液
が
行
く
の
と
行
か
な
い
の
と
で

は
後
の
生
存
退
院
率
が
違
っ
て
く

る
そ
う
で
す
。
学
園
生
は
感
心
し

な
が
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

人
形
を
使
っ
て

救
命
処
置
を
体
験

　

実
技
指
導
で
は
人
形
を
使
い
、

傷
病
者
発
見
か
ら
意
識
の
確
認
、

心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
装
着
す
る

ま
で
を
行
い
ま
し
た
。
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
の
難
し
さ
を

体
験
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
い
、
装
着
し
て
み
た
学

園
生
た
ち
は
結
構
体
力
を
使
う
こ

と
が
分
か
り
、
驚
い
た
様
子
で
し

た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

自
分
が
力
に
な
り
た
い

　
　

▼
第
５
回
お
し
ど
り
学
園

人形を使って心臓マッサージ

ＡＥＤの仕組みを解説

　

８
月　

日
、
第
５
回
お
し
ど
り
学
園
を
町
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

２２

今
回
の
一
般
教
養
講
座
は
、「
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
」と
題
し
、

日
本
赤
十
字
社
鳥
取
県
支
部
赤
十
字
救
急
法
指
導
員
の
安
田
哲
男
さ

ん
と
池
田
幸
恵
さ
ん
に
講
演
と
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
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出
雲
街
道
の
宿
場
町

根
雨
の
昔
と
今
を
学
習

　

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
教
室
は
根

雨
地
区
に
つ
い
て
学
び
、
当
日
は

　

人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

２６
　

ま
ず
、
町
歴
史
研
修
会
の
川
上

護
さ
ん
が
「
日
野
町
と
根
雨
宿
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。
川
上
さ
ん
は
、
出
雲
街
道
の

役
割
や
当
時
の
宿
場
町
の
様
子
な

ど
を
話
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
か

つ
て
の
根
雨
が
交
通
の
要
所
だ
っ

た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
は
根
雨
宿
の
散
策

に
出
か
け
ま
し
た
。
延
暦
寺
の
生

田
長
江
顕
彰
碑
、
川
舟
碑
、
歴
史

民
俗
資
料
館
や
松
本
製
材
所
で
の

サ
ワ
ガ
ニ
養
殖
と
い
っ
た
新
し
い

産
業
に
つ
い
て
も
見
学
し
ま
し
た
。

◆青少年育成会活動報告◆
夜間街頭指導パトロールを行いました

　

　日野町青少年育成会（柴原保明会長）では、児童・生徒の夏
休み期間中とねう祭り、黒坂納涼まつりにおいて夜間街頭指導
パトロールを行いました。
　目的は児童・生徒の非行防止と、不審者などへの犯罪抑止です。

町公民館の使用手続き
　公民館を使用する人は、使用する３日前までに申請書を公民
館へ提出してください。
●使用できる日＝年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く日
●使用できる時間＝午前８時３０分から午後１０時まで
●料金＝町使用料条例による額
※ロビーは、午前８時３０分から午後５時３０分まで開放していま
す。図書室もありますので、お気軽にお立ち寄りください。
※ごみ袋は設置していませんので、持参してください。

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の
良
さ
を
知
ろ
う

　

▼
小
学
生
ふ
る
さ
と
教
室

　

８
月　

日
、
町
内
の
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
「
小
学
生
ふ

２１

る
さ
と
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
貴
重
な
文
化
財
や
史
跡
が
数
多
く
残
る
日
野

町
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

広報ひの ２００８年９月号

川上護さんの講演

文化センターで舞台の仕組みを学ぶ

歴史民俗資料館では、昔の民具を手にとって
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プ
レ
ゼ
ン
ト 
作 
り
で

づ
く

 
高
齢
者 
と 
交
流 

こ
う
れ
い
し
ゃ 

こ
う
り
ゅ
う

　
 

日
野 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ひ　

の

ワ
ー
ク
（
ぼ
ら
ね
っ
と
）
は
、 

毎 ま
い

 
月 
、 

高
齢
者  
世
帯 
の 
人 
の 
誕
生
月 

つ
き 

こ
う
れ
い
し
ゃ 

せ　

た
い 

ひ
と 

た
ん
じ
ょ
う
づ
き

に
、 

手
作 
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を 
贈 

て　

づ
く 

お
く

る 
活
動 
を
し
て
い
ま
す
。

か
つ
ど
う

　

８ 
月 
は 
隣
保
館 
と
の 
共
催 
で
、

が
つ 

り
ん
ぽ
か
ん 

き
ょ
う
さ
い

９ 
日 
に 
下
榎
集
会
所 
で
プ
レ
ゼ
ン

か 

し
も
え
の
き　

し
ゅ
う
か
い
し
ょ

ト 
作 
り
と 
地
区
内 
の
高
齢
者
と
の

づ
く 

ち　

く　

な
い

 
交
流
会 
を 
開 
き
ま
し
た
。

こ
う
り
ゅ
う
か
い 

ひ
ら

　
 
多 
く
の 
小
学
生 
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

お
お 

し
ょ
う
が
く
せ
い

ア
と
し
て 
参
加 
し
、
ま
た
、
地
区

さ
ん
か

内
の
高
齢
者
と 
紙
芝
居 
や 
手
遊 
び

か
み
し
ば
い 

て
あ
そ

を
し
て 
楽 
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

た
の

　

参
加
し
た
お 
年
寄 
り
か
ら
は
、

と
し　

よ

「 
今
日 
は 
子 
ど
も
た
ち
と
い
っ

き
ょ
う 

こ

し
ょ
に 
過 
ご
せ
て
、
と
て
も
す
ば

す

ら
し
い 
一
日 
に
な
っ
た
」「
は
じ
め

い
ち
に
ち

は
参
加
し
よ
う
か 
迷 
っ
て
い
た
が
、

ま
よ

 
来 
て
み
て 
本
当 
に
よ
か
っ
た
」
な

き 

ほ
ん
と
う

ど
と 
喜 
ぶ 
声 
が 
聞 
か
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
こ 

こ
え 

き

　

ま
た
、 

昼 
に
は
、
ぼ
ら
ね
っ
と

ひ
る

 
会
員 
と
下
榎
子
ど
も 
育
成
会 
（ 
保 

か
い
い
ん 

い
く
せ
い
か
い 

ほ

 
護
者 
の 
会 
）
の 
有
志 
の
み
な
さ
ん

ご　

し
ゃ 

か
い 

ゆ
う
し

が
、
い
な
り 
寿
司 
や 
煮
物 
な
ど
の

ず　

し 

に　

も
の

手
作
り 
料
理 
を 
作 
り
、
み
ん
な
で

り
ょ
う
り 

つ
く

 
楽 
し
く 
味 
わ
い
ま
し
た
。

た
の 

あ
じ

　
 
午
後 
は
、 

大
人 
も 
手
助 
け
し
、

ご　

ご 

お
と
な 

て
だ
す

 
町
内 
の
誕
生
月
の
高
齢
者
に
「
こ

ち
ょ
う
な
い

ん
に
ち
は
、
お 
元
気 
で
す
か
」
な

げ
ん
き

ど 
声 
を
か
け
な
が
ら
、
プ
レ
ゼ
ン

こ
え

ト
を 
手
分 
け
を
し
て 
届 
け
ま
し
た
。

て　

わ 

と
ど

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を 
受 
け
る
高
齢
者

う

も
、
子
ど
も
た
ち
の 
訪
問 
を 
心
待 

ほ
う
も
ん 

こ
こ
ろ
ま

ち
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
と
高
齢
者
が
お 
互 
い
に

た
が

 
相
手 
の
こ
と
を 
思 
い
や
っ
て 
心
豊 

あ
い
て 

お
も 

こ
こ
ろ
ゆ
た

か
に 
暮 
ら
す
、
そ
ん
な 
地
域 
は 
温 

く 

ち
い
き 

あ
た
た

か
い
で
す
ね
。

あ も の に ち  ど ご ご  じ

ろうじん いこい い え  こ う し あだち としこ

い ば な に ち か ぷ ん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

にってい へんこう

くわ しもえのきりんぽかん

じ か ん  よ て い  き が る  さ ん か

　
 

月 
の 
学
習
講
座 

が
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 

予
定 

よ
て
い

１０

き
ょ
う
し
つ

が
つ 

に
ち 

し
も
え
の
き 
し
ゅ
う
か
い
し
ょ

か
ん
た
ん 

じ　

き 

え　

つ

き
ょ
う
し
つ

う　

だ 

ひ　

と　

み

し
ど
う 

ひ
ら 

お
と
な

ち
ゅ
う 

し
ょ
う
が
く 
せ
い 

さ
ん
か

が
ら 

く 

あ

そ
う
ぞ
う 

こ

さ
く
ひ
ん 

で　

き 

あ

し
ゃ 

せ　

か
い

じ　

ぶ
ん 

だ
い

ま
ん
ぞ
く

配置を考えながら絵付け

 
奥  
日
野  
交
流
会 

お
く 

ひ　

の 

こ
う
り
ゅ
う
か
い

 　
 
日
野
町 
と 
日
南
町 
の 
地
区 

ひ
の
ち
ょ
う 

に
ち
な
ん
ち
ょ
う 

ち　

く

 
学
習  
会 
に 
参
加 
す
る 
児
童 
に
よ

が
く
し
ゅ
う 

か
い 

さ
ん　

か 

じ　

ど
う

る 
奥  
日  
野
交
流
会 
を
、
８ 
月 　
 
日 
、

お
く 

ひ 

の　

こ
う
り
ゅ
う
か
い 

が
つ 

に
ち

１２

 
下
榎  
集
会
所 
と
カ
ヌ
ー
の 
里 
で

し
も
え
の
き 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

さ
と

 
行 
い
ま
し
た
。

お
こ
な

　

こ
の
交
流
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な

交
流
を 
通 
し
て
、
よ
り 
多 
く
の 
仲 

と
お 

お
お 

な
か

 
間 
と 
連
携 
し
て
『 
一
人 
じ
ゃ
な
い

ま 

れ
ん
け
い 

ひ
と
り

ん
だ
よ
、
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に

 
差
別 
を 
解
消 
し
て
い
く
ん
だ
よ
』

さ
べ
つ 

か
い
し
ょ
う

と
い
う 
意
欲 
を 
高 
め
る
た
め
に

い　

よ
く 

た
か

 
毎 ま

い 
年 
行
っ
て
い
ま
す
。

と
し

　
 

午
前
中 
は
、 
自
己  
紹
介 
や
そ
れ

ご
ぜ
ん
ち
ゅ
う 

じ　

こ 

し
ょ
う
か
い

ぞ
れ
の
学
習
会
の 
様
子 
を
児
童

よ
う
す

が
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を 
使 
っ
て

つ
か

 
発
表 
し
た
り
、 
二
班 
に 
分 
か
れ
て

は
っ
ぴ
ょ
う 

に　

は
ん 

わ

カ
レ
ー
ラ
イ
ス 
作 
り
に 
挑
戦 
し

づ
く 

ち
ょ
う
せ
ん

ま
し
た
。

　
 

午
後 
は
カ
ヌ
ー
の
里
に 
場
所 

ご　

ご 

ば　

し
ょ

を 
移 
し
、 
米
子 
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
の

う
つ 

よ
な
ご

 
坪  
倉 
さ
ん
、 
真
島 
さ
ん
の 
指
導 
で

つ
ぼ 

く
ら 

ま
じ
ま 

し　

ど
う

カ
ヌ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
 
初 
め
は 
思 
う
よ
う
に
こ
ぐ
こ

は
じ 

お
も

と
が
で
き
ず
、 
前 
に 
進 
ま
な
か
っ

ま
え 

す
す

た
り
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
な
が
ら

も 
少 
し
ず
つ 
上
手 
に
こ
げ
る
よ

す
こ 

じ
ょ
う
ず

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
 

年 
に 
一
度 
の
交
流
会
で
す
が
、

ね
ん 

い
ち
ど

み
ん
な
で 
何 
か
に
挑
戦
す
る
こ

な
に

と
、 
協
力 
し 
合 
い
仲
間 
作 
り
を
し

き
ょ
う
り
ょ
く 

あ 

づ
く

て
い
く
こ
と
な
ど
を 
学 
び
、 
来
年 

ま
な 

ら
い
ね
ん

の 
再  
会 
を 
約
束 
し
た 
思 
い 
出  
深 

さ
い 

か
い 

や
く
そ
く 

お
も 

で 

ぶ
か

い 
一
日 
に
な
り
ま
し
た
。

い
ち
に
ち

プレゼント用のカードをいっしょに作る

今年は２１人が参加
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【
町
長
あ
い
さ
つ
】

　

開
会
に
あ
た
り
、
町
人
権
・
同

和
教
育
推
進
協
議
会
長
の
景
山
享

弘
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
世
界
各
地
の
大
き
な

人
権
問
題
や
、
国
内
の
悲
惨
極
ま

り
な
い
通
り
魔
、
連
続
殺
人
事
件

な
ど
の
多
発
に
ふ
れ
、「
日
野
町

で
は
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

地
域
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら

を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
、
全
て
の

自
治
会
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
、
安
心
し
て
住
み
や
す
い

ま
ち
に
す
る
た
め
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

【
推
進
員
研
修
会
】

　

続
い
て
、「
座
談
会
は
な
ぜ
・
何

の
た
め
に
」、
ま
た
「
ど
ん
な
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
」
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、

鳥
取
県
人
権
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
加
持
谷
典
範
さ
ん
を
迎
え
、
講

演
を
聴
き
ま
し
た
。

　

加
持
谷
さ
ん
は
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
厳
し
い
差
別
や
い
じ

め
の
問
題
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ

る
痛
ま
し
い
殺
人
事
件
の
数
々
な

ど
、
人
権
侵
害
が
深
刻
化
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
、「
人
権
学
習
は
こ

の
よ
う
な
具
体
的
な
問
題
を
取
り

上
げ
て
、
誰
の
・
ど
ん
な
人
権
が
・

ど
ん
な
形
で
侵
害
さ
れ
て
い
る
か

を
学
ぶ
と
と
も
に
事
件
の
背
景
を

考
え
、
ど
う
す
れ
ば
解
決
で
き
る

の
か
を
学
習
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
小
地
域
座

談
会
が
あ
る
」
と
、
そ
の
重
要
性

を
説
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
座
談
会
で
は
、
学
習
者

（
参
加
者
）
が
大
切
に
し
た
い
の

は
『
つ
な
ぐ
』
こ
と
で
あ
る
と
し
、

①
自
分
と
つ
な
ぐ
↓
座
談
会
で
の

人
権
問
題
を
、
自
分
の
体
験
で
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
と
思
い
起
こ
し

て
み
る
↓
そ
の
体
験
を
基
に
、
今

話
し
合
っ
て
い
る
問
題
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
て
み
る
↓
自
分

は
何
を
し
た
ら
よ
い
か
考
え
る
↓

地
域
を
変
え
て
い
く
活
動
に
移
す
。

②
人
権
課
題
に
つ
な
ぐ
↓
同
和
問

題
・
高
齢
者
・
女
性
・
障
害
者
な

ど
の
個
別
の
人
権
（
侵
害
）
の
問

題
を
↓
自
由
や
平
等
・
尊
厳
・
基

本
的
人
権
な
ど
に
照
ら
し
て
考
え

る
↓
い
ず
れ
の
人
権
問
題
も
人
と

し
て
守
ら
れ
る
べ
き
普
遍
的
な
人

権
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

③
世
代
を
つ
な
ぐ
↓
世
代
を
通
じ

て
体
験
を
語
り
合
う
↓
皆
の
知
恵

を
結
集
す
る
↓
人
権
尊
重
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
地
域
共
通
の
物

差
し
を
作
る
。

　

な
ど
、
小
地
域
座
談
会
で
は
こ

れ
ら
の
視
点
に
立
っ
て
進
め
る
こ

と
が
大
切
と
強
調
し
ま
し
た
。

【
推
進
員
打
合
会
で
の
申
し
合

わ
せ
事
項
】

　

研
修
会
に
引
き
続
き
、
打
合
会

で
は
次
の
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。

①
今
年
度
の
テ
ー
マ
…
「
暮
ら
し

の
中
の
人
権
に
つ
い
て
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
」、
ま
た
、
サ
ブ
テ
ー
マ

は
「
あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て

い
ま
す
か
」
と
し
ま
し
た
。
厳
し

い
人
権
侵
害
の
現
実
や
身
近
な
暮

ら
し
の
中
に
あ
る
人
権
問
題
を
考

え
て
、
自
分
と
の
か
か
わ
り
や
自

分
を
変
え
る
学
習
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
「
誰
も
が
幸
せ
に
」
の
視
点

で
、
日
々
の
暮
ら
し
や
地
域
・
社

会
の
仕
組
み
を
変
え
よ
う
と
す
る

取
り
組
み
に
つ
な
い
で
い
く
学
習

を
目
指
し
ま
す
。

②
開
催
は
…
全
自
治
会
で
開
か
れ

る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

③
話
し
合
い
は
…
ど
の
よ
う
な
人

権
課
題
を
話
し
合
う
の
か
は
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
会
の
希
望
に
よ
り
、

自
治
会
長
と
推
進
員
が
相
談
し
て

決
め
ま
す
。

　

ま
た
、
推
進
員
に
は
教
育
関
係

者
、
人
権
関
係
者
、
福
祉
関
係
者
、

町
職
員
な
ど
約
１
６
０
人
の
皆
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
地
域
に

出
か
け
る
班
は　

班
と
し
、
一
班

２３

は
自
治
会
長
さ
ん
も
含
め
７
人
で

す
。

【
全
地
域
で
ぜ
ひ
座
談
会
を
】

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
、
ど
ん
な
状
況
で
も
」
み
ん
な

が
安
心
し
て
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
ぜ
ひ
小
地
域
座
談
会
で

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
座
談
会
の
開

催
と
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
０
８
年
９
月

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙
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■
推
進
員
研
修
会
・
打
合
会
を
開
催

 　

７
月　

日
と
８
月
１
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
と
町
公
民
館
で
、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

２９

の
小
地
域
座
談
会
の
開
催
を
前
に
、
自
治
会
長
や
推
進
員
が
集
ま
っ
て
研
修
会
・
打
合
会
を
開
き
ま
し
た
。

広報ひの ２００８年９月号
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届
出　

８
月
８
日
～
９
月　

日   
敬
称
略

１０

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

８
月
届
出
分

中
村　

重
美　
　
　

歳　
　

小
河
内

６８

柴
田
登
喜
子　
　
　

歳　
　

上
菅

９６

西
村　

省
三　
　
　

歳　
　

安
原

５７

中
原　

幸
美　
　
　

歳　
　

下
榎

７８

■都合山たたら跡の現地説明会。たたら
製鉄のしくみが詳しく学べましたが、レ
トロ趣味の自分としては、出土（?）した
当時のビール瓶や化粧品などの容器に興
味津々。もらえないかな、あれ（笑）

■７ページの畑仕事をされている女性の
写真は、板井原の住民の方に提供いただ
きました。ありがとうございます。　(i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

山 
棲 
み
の 
訪 
ふ
人
も
な
き
盆
三
日
（
講
師
）
谷   　

悦
子

ず 

と

　

降
り
そ
そ
ぐ 
痩
身 
を
焦
が
す 
蝉
時
雨 　

安
達
つ
る
ゑ

や
せ　

み 

せ
み　

し
ぐ
れ

　 
峡 
住
み
も
例
外
は
な
き
酷
暑
か
な       
荒
木　

習
子

か
い

　

朝
顔
を
揺
ら
し
て
過
ぎ
る
朝
の
風　
    
梅
林　

春
子

　 
二
十
年 
を
経
し
面
影
に

は 

た 

と 

せ

 
門
火 
焚
く　
   
勝
瀬　

京
子

か
ど
び

　

入
道
雲 
宝
佛
山 
に
居
座
り
ぬ　
  　
 　
   

川
上　

文
子

ほ
う
ぶ
つ
さ
ん

　

こ
の
家
の
留
守
を
承
知
の 
棚
経
僧  
　
　
　
　

久
城　

霞
渓

た
な
ぎ
ょ
う
そ
う

　
　露

草
や
野
に
宝
石
の
散
ら
ば
り
て  
　   
徳
本
千
鶴
子

　

救
急
車
遠
く
聞
こ
へ
て 
明
易 
し　
  　
  
真
壁
富
貴
枝

あ
け
や
す

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの
皆さんにもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

　ねんねしていた友達が寝返りやハイハイを始め、

ハイハイの多かった友達も歩くほうが早くなりま

した。日に日におしゃべりができるようになった

友達もあり、毎日の成長を皆で喜び合う温かいお

ひさまひろばです。

　さわやかな秋空のもと、１０月はお散歩デーを計

画しました。お誘い合わせお越しください。

　ひのっこ保育所 (電話７２‐０２３８)

　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

１０月の開催日
 ■１日（水）＝お散歩デー（保育所の周り）
■３日（金）
■８日（水）＝お散歩デー（黒坂）
■１０日（金）
■１５日（水）＝廃品利用おもちゃ作り（洗剤のスプー
　　　　　　　 ン、セロテープ、ガムテープの芯など、
　　　　　　　 使えそうなものがあれば持参ください
■２２日（水）＝町図書館からのおはなし会
■２４日（金）
■２９日（水）＝新聞紙遊び
■３１日（金）

玉さし、クネクネバーン、積み木など、木のおもちゃは大人気です

お散歩デー（黒坂）で出かけましょう
日時　１０月８日（水）午前９時３０分～午前１１時３０分
場所　黒坂カワコふれあい公園（雨天：町公民館）
集合　町公民館（午前９時３０分）
持ち物　屋外で食べやすいおにぎりなどや飲み物
　　　温度調節しやすい服装でお越しください

広報ひの ２００８年９月号
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ＯＣＴＯＢＥＲ（神無月）

生きいき“ひの”ふれあいまつり
役場前ほか　午前９時～

土１８不燃ごみの収集日 (全町 )水 １
生きいき“ひの”ふれあいまつり
役場前ほか　午前９時～日１９木 ２

月２０金 ３
ポリオ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火２１土 ４
隣保館生け花教室
下榎集会所　午後７時３０分～

全町一斉防災訓練　午前９時～日 ５
発泡スチロール、可燃粗大ごみの収集日
(全町 )水２２健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ６

木２３人権相談
開発センター　午後１時～午後３時

金２４乳幼児相談　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

土２５法律相談　開発センター　午後１時～
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）１０月３日〆切

火 ７

日２６行政相談　町公民館　午前９時～正午水 ８

月２７資源ごみの収集日 (全町 )

火２８木 ９

不燃粗大ごみの収集日 (全町 )水２９金１０

木３０隣保館編み物教室　老人憩の家　午後１時～土１１
年金相談
開発センター　午前１０時～午後３時

金３１第４８回体力づくり町駅伝競走大会
根雨小学校　午後１時～

町県民税３期分、国民健康保険税４期分、介護保
険料４期分、後期高齢者医療保険料４期分納期限日１２

体育の日（可燃ごみの収集は休みます）
※１４日に月曜日の地区も収集します月１３

全町の可燃ごみを収集します火１４

古紙の収集日 (全町 )水１５

木１６

金１７

直
通
電
話

72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 

■山陰合同銀行根雨支店
９月２２日～１０月２４日まで
１０月２７日～１１月３０日まで

■蔵美術館　
～１０月末まで

■県西部地震展示交流センター

　～１１月２６日まで

広報ひの ２００８年９月号



　

オ
シ
ド
リ
の
第
一
陣
は　

月
初
旬
に
飛

１０

来
し
て
き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、
観
察
小

屋
を
整
備
し
た
り
、
川
を
掃
除
し
た
り
、
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
ま
す
。
そ
の
中
で
も

餌
の
確
保
は
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
ど

れ
だ
け
大
勢
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
か
、
数
知
れ
ま
せ
ん
。
今
期
も
ド
ン
グ
リ
、

古
米
、
く
ず
米
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
餌
置
き
場
は
オ
シ
ド
リ
駐
車
場
に
あ
り

ま
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

③

④

自
然
と
共
生
し
、
住
み
や
す
い
ま
ち
に

　

最
近
の
異
常
気
象
を
は
じ
め
と
し
た
異
変
に
つ
い

て
は
、
何
か
不
気
味
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
夏
の
異
常

な
暑
さ
、
ゲ
リ
ラ
的
な
短
時
間
雨
量
の
多
さ
や
先
日
の

日
南
町
で
の
降
ひ
ょ
う

・

・

・

、
松
や
広
葉
樹
の
立
ち
枯
れ
、

ま
た
今
年
は
台
風
の
上
陸
も
あ
り
ま
せ
ん
。
数
え
上

げ
る
と
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
古
老
に
よ
れ
ば
「
こ
ん

な
こ
と
は
初
め
て
だ
」
と
の
こ
と
。
原
因
は
何
な
の
か

い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
無
気
味
な
現
象
に

は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
文
明
の
発
達
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
こ
の
ま
ま
人
類
が
自
分
た
ち
の
欲
望

達
成
の
た
め
行
動
を
と
り
つ
づ
け
る
な
ら
ば
、
今
以
上

の
異
変
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
ぐ

・

・

し
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
美
し
い
郷
土
を
守
る
た
め
に
も
、

便
利
さ
だ
け
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
自
然
と
の
共
生

を
図
り
、
時
間
を
か
け
な
が
ら
行
動
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
地
球
は
人
間
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
で
の
高
層
ビ
ル
の
林
立
を
見
る
と
、
と
て
も
人
間

が
住
む
場
所
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
美
し
い
日
本
の
風

景
を
大
切
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
づ
く
り
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

地
方
の
再
生
に
向
け
て
は
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

た
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
先
日
、
日
南
町
で
開
か

れ
た
「
単
独
存
続
自
治
体
元
気
サ
ミ
ッ
ト
」
で
も
、
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
今
一
番
大

切
な
の
で
は
と
い
う
結
論
が
出
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
小
さ
な
自
治
体
だ
か
ら
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
住
み
や
す
い
日
野
町
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。（
９
月
７
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第３０回
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餌 
を
集
め
て
い
ま
す

え
さ
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